別紙様式

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費

	事業名：鳥インフルエンザ緊急対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫担当　電話番号：058-272-1111（内2873）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：1,450千円（前年度予算額：1,450千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　本疾病の感染経路が不明であること、ワクチンの使用ができないことから、日頃からウィルスの侵入に対する監視が重要で、そのため、高病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく検査対象に加え、県独自の強化対策として、養鶏場のウイルス分離によるモニタリング調査を実施している。平成１６年に国内で７９年ぶりに発生して以降、岐阜県産鶏卵、鶏肉の安全性を確保するため、県内の家きん飼養農場について継続的に検査をすることにより、高病原性鳥インフルエンザの県内侵入について監視体制を強化している。

　　　毎月、県内の家きん飼養農場で採材し、岐阜家畜保健衛生所でウィルス分離検査及び抗体検査を実施する。

1． 国モニタリング検査

　　各家畜保健衛生所（県内5カ所）において、各３農場を選定し、同一農場で毎月１回のウィルス分離及び抗体検査を実施

2． 県モニタリング検査

　　　飼養戸数の概ね1/10を抽出し、冬期（12～2月）には月２回、その他の時期には月１回ウィルス分離検査を実施

	２　所要経費


　検査指導費　1,450千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
・安全・安心でうまい農畜産物をつくる
　

	２　これまでの取組状況


岐阜県では、平成１６年３月より継続検査を実施しており、今までに１度もウィルスは確認されておらず、県内の家きん飼養農場について継続的に検査をすることにより、高病原性鳥インフルエンザの県内侵入について監視体制を強化している。継続して検査を実施することによって、県内家きん飼養農家の高病原性鳥インフルエンザの清浄性を確認している。

	３　これまでの取組に対する評価


鳥インフルエンザ検査の推進により、県内の清浄性確認を実施することができ、県内産畜産物の安心・安全に資することができた。

今後も、本病の発生予防及びまん延防止のため、継続定期検査が必要である。

	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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